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以上の如 く我々は本療法が ｢ガス｣体の抗菌性を別間した局所化学療法の意味と､ 局所の刺戟貯法
の意味を兼ね具えた新治療法であると信ずる｡提華道の肺結核に対する刺戟療法例へぼ光線療渡,｢レ
ンTlゲン｣療法等と異る点は､ 之等が大な り小な り全身の影響を期待しむしろ全身の賦活によって局





以上述べた理由によって､ 我々は本療法を従来余 り試みられなかった新しい肺結核の補助的療法 と
して償値あるものと信する｡
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｢メチー)I,メタク1)レー り (CHL.7-C･C打 3･COOCH3)が ｢ガス体｣として可成 り強い殺菌作
用を持ってゐることは結核研究新米津､磯生物学教皇藤本の実験によって証明せられた｡ 叉其毒性に
関 しては薬理学数量森田によって極めて詳細な研究が行はれてゐる｡ 其結果によると ｢マウス｣に対
する ｢メチ～ルメタク1)レートガス｣の急性中毒作用は､34-38vol.%乃至は飽和 ｢ガス｣･60分間の吸
入によって初めて致命的な影響を及ぼす程度で10-20vo1.% の ｢ガス｣60分間吸入位では殆ど認む可
き影響がないことが判ってゐる｡ 更に飽和 ｢ガス｣中に放置 しても之を呼吸促迫著明な時新に堂外に
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出して回復した動物では肺胞上被細胞､ 棄管束管安上被細胞及間質組織細胞等に何等認む可を変化が
･見 られな小のであって､ 此 ｢ガス｣の覇道粘膜や肺胞に対する刺戟作用の僅横なことが窮はれる｡又
歯科岩本は ｢マウス｣を連 日本 ｢ガス｣の中に放置吸入せしめ約2カ月間連続 したものの粗描学的検査
を行払､肺肝腎陣其他の内臓諸城詰に殆 ど認む可き組織学的変化の無いことを証明してゐるO




幸弘此物質は合成借用旨の原料として､ 可成 り以前から我歯に於ても工業的に取扱はれて来てを り､
又比較的特殊な産業であるために､ 之に従事してゐる工員 も可成 り長期間 同一職場にあって此 ｢ガ
ス｣の減量吸入をつ ゞけてゐる者が多いと考えられ るので､ 之等の工員に就で健康状態を調査する事
は其毒性を吟味することになるのみならず､ 運好 く行削 ぎ此 ｢ガス｣の接量長期吸入が結核性疾患殊
に肺結核に及ぼす影響の一端をも推測する一助 となるのではないかと考えて､ こ にゝ調査を実施した
-次第である｡
三菱化成工業株式会敢大竹工場の後援を得て､ ｢メチ-ルメタク1)レ- ト｣製造部門の全員に就て
可成 り精細な調 査を行ったのであるが､ 唯残念なことは同工場は戦時中に比 して現在はや 下ゝ火の状
態にあ り調 査可能の工員の数も極めて少数であ り､ 従って統計的な観察による確定的な成績は得るこ
とが,V.釆なかったことを予めを断 りしてむく｡
調査成績
調在人員は11名で此中細樺に ｢メチールメタク.)レー り のみを吸入する者は7名､ ｢メチー ルメタ
クリレー ト｣製造過程に使用する ｢シアンガス｣を共に吸入する2名､ ｢シアンガス｣のみを吸入する
者は2名である｡すべて男子で年令は22才より45才の間にあるO 此全員に裁て表の様な諸項目に就て調
査 したO
JRづ ｢メチ-ルメタクl)レー ト｣吸入群 (No.1-No.7)に裁て説明すると､吸入期間は最短2年､故




｢メチ- ルメタク1)レー トガス｣の吸入によって何か症状を起すかを綿密に尋ねて みたが､ N0.1が
｢ガス｣に慣れる迄頭痛を感 じたと言ふ以外には何の障樽 もないといふのがすべてであった｡ 之は対






















第3例 NO.6.34才､ 昭和12年3月に入赦し昭和13年8月から現在迄 ｢メチ- )レメタク,)レ- t｣I楊に
勤務してゐる｡兄弟の中弟1名肺緯核に躍 り現在は元気になってなり､妹1名結核性股関節炎にて死亡､他の妹1名は
やは り殴関節結核に構ったが現在は治癒してゐるO即ち可成 り濃厚な家族歴がある｡ 昭和16年に肺門浸潤といはれ
たが別に療養もぜず現在に至るO此頃でも時々盗汗の出ることがあるといふが､他電的には理学的朗･見なく､｢レン
トゲン｣で南肺r判′て石衣/叱像を認める以列に異常な<赤沈も正常である｡






以上 の調香成横 を給括す ると吹 の如 くである｡
1) ｢メチ - ル メタク 1)レ- 下ガ ス｣の韻量吸入 は長期 に亘 って も何 の障碍 を も来 さない0
2) ｢メチ - ル メタ ク 1)レ- トガス｣写芭生工場 内での急性 中毒症 はない｡
3)結核性既往症 を有 した と考 え られ る3名 は､ すべて現在 は健康であ り､ この事 は例数が 少い点 に
於て ｢メチ -ル メタク 1)レ- トガス｣ が結核に対 して治療効典 を有 す るといふ ことの証明材料 にはな
らない としで も､ 少 くと も此 ｢ガ ス｣の吸 入に よって結核性疾患が悪化す る ことは な い と考 え られ
る｡史 vz:現 在迄此職場か らは1名の肺結核患者 も出 してゐない といふ事実 (藤井有機課長の談 に よる)
は塩素 ｢ガ ス｣や二硫化衆素 の棟 な有毒 ｢ガ ス｣葦 生工場の成績 とは天 に異 る所で ある｡
結 論
以上 の結果か ら次の如 く綜諭 したい｡
本調査成績は調査人員が 少いために統計的な慣値 はないが､ 其代 り各個人に就 ては可成 り精密 な槍
黍 を実魔 し得た｡ その結果 ｢メチ -ル メタ ク 1)レー トガ ス｣ は甚 だ毒性の少い もので あること､及び
此 ｢ガ ス｣の長期吸 入は結核性肺疾患 を噂要せ しむ ることな く､ む しろ良い影･轡 を輿- るのではない





群 や 名 別 令 . 穐 類 字期 間 扶磨 I入所前 室l人折後
メチ-7レ ;3'Tq1 血11 肋 頑汗画で頭痛があった
1 森○ 車券 鰐 喜≡･1｢T i云 言=5 池 泉 十 千8 36245 メタク リレー ト Tbc(-)催 眠EI｢l瞳炎､昭14肺 浸潤
同 L4q4月 Tbc(+) ]原 板 催 眠 時々倦怠 異常な し 無感
同 9 年 Tbc(-)少年の頃肺炎1年 】時々胃腸陀碍風邪引き易し 二左胸廓縮無 少､呼吸音減弱 】 無
同 i3年7月 Tt)C(-)了亨事ヲ r 叫写指 チ 健 jJfフス 時 々倦 怠葛異常なし 無感
三 二…≡ Tbc(- )葺 狩気管支炎 イ建 根F 時 々倦 怠感 異常なし 実態群 6藤○俊○ ･8 34 Tbc(廿)健;月毛 昭16肺門浸潤I_JL_ Jー時 々盗拝 具 骨 なし 無←■●● 同 2年3月 Tbc(- ) 催眠 I健 批
節 メチ-′レメタク l) ート､ シャ ン 1年5月9 年 Tbc(十十)
8 高 ○精 〇枚 重 0 8 3 7 三触 異常な し ため円陣2 q群 9 子音
8 22 同 6 月3 年 Tbc(-)- I-催 朕 産品 ン中 無 ≡/ア ンの典骨な し ため仝身1懇意感シアン'吸入
第 10 上○義○ - シャ ン 1年2月 Tbc(-)倍展 l-催 I渡 無8 30 異常な し蛋嘉島悪<Jt
lEl己 亡ヨ I なる
i催展 健 廉 異骨な し 無
級入 香 姓 性 年 ツベル17, 赤 血 レン トゲ ン 尿 所 見
群 早 鶴 ･別 令.ク ン灰塵 汰 腫 所 見 ズル フ汰 こ.-フンラ ′ーレ ウロビー)ノーグン -
節1群 1 森 ○ 幸 8 32 (+) 4 1289生 異 常 を 認 めず (- ) (- ) (- )
2 川〇二〇 O 36 (-)l 3 -1-308 異 常 を 認 め ず (- ) (- ) (- ) (-) 轡イ七な し
3 有○図〇 8 32巨 十) 5 1400 二左肺全 く陰影 (/-,L疲はる､右異骨 な し (- ) (-) (- ) ( -) 歩イ七な し
4 樟○書0- 8 45 (+) 12 10073_ 異 常 を 認 め ず (- ) (- ) (- ) ( -)l弊化な し
F5 池○ 泉 .3 可 て二手 2 1 207 異 常 を 認 め ず (- ) (- ) (- ) ( - ) 襲化なし
≦欝2 【8 高○精 o 8 37巨 .) 3 1207 異 常 を 認 め ず (- ) (- ) ( - ) ( ⊥ ) I!婁化なし]
甘仁 9 絵 ○重○ 8 22k .) 2 1109 差肺門石 衣 イヒ像 ( - ) ( - )I- 轡イ七な し
穿i3 10 上○義○】 8 30辛 ) 2 1208 異 常 を 認 め ず ( - ) ( - ) 率イとなし
118
欝 3表
級入群 香早 姓翠 性別 年令 血 液 所 見
赤血球 1A色素曇蓄 ヨ･870066 ~ 4.08 85 メ ブ 淋巴;味 大草核 梓欺核 分葉核 .
節1秤 1 森O.率 8 32 461万 86% 0 92.0 7.0- 10.0 54.0
2 JHO=O p8 36 452万 90%. 033.0 0.5 18.5 47.5
3 有 ○図 〇 '8 32 511万 85% 0 37.0 2.0 16.0 41.0
4 #0% 0 - 8 45 498万 85% 0 35.5 5.0. 12.5 51.5~40 1 705 池 o 泉 8 35 537万 83% 5200 0 0 15.0 14.0
6 藤○俊0 8申 熊 .34 563万 95% 6900 】 0 0 48.0 6.0 - --トー.･-.-･.一･.･.･.･一.･丑 芸
7 33 464万 74% 5600 2.0.43 .7465 1 Ol 36.0 5.0
節2群 8 - 37 541万 87% 0 41.0 6.0 2.0 49.0
9 22 395 95 0 43 互 lpL10.0 59.0
ノ チ - JL,ノ タ ク リ レ ー トガ ス の 茸 験 的
肺 結 核 症 に及 ぼす影 響 に裁 て
彪 本 幾 久 雄
緒 言










し感染を行った｡ 2頚は対照として其の健飼育し､残 りの2頭は菌接種翌 日より図の如き吸入装置に依
り毎 日1時間宛連 日メ･ア･ガスの吸入を行った｡1カ月後に全部を剖検し比較観察を行った｡
